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会期  2月23日から3月18日までの24日間�

平成17年度当初予算、�
和歌山県世界遺産条例案などを可決�

●会期中の主な動き�

　・当初予算を審議するため、予算特別委員会を3日間開催�

　・関空対策、半島振興過疎対策の各特別委員会を開催�

　・本会議の一般質問は14名の議員が登壇�

　・主な質問とこれに対する知事や関係当局の答弁は次

のとおり（要約抜粋）�

問い合わせ　�

　　県議会事務局調査課　t073-441-3580

　　　項　目 件 数 　　　　　　　　概　要 結　果�

知事提出の予算案件 42件 平成17年度当初予算等�

　　〃　　条例案件 54件 和歌山県世界遺産条例等�

　　〃　　その他案件 38件 市町村の廃置分合等�

議員提出の条例案件 2件
 議会の議員の報酬の特例に関する条例の�

  一部を改正する条例等�

知事専決処分報告 7件 訴訟の提起について等 承　認�

選　　挙 2件 選挙管理委員及び同補充員�

請　　願　（新　規）  4件
 清流古座川を取り戻すための対策を検討 採　択�

    　　　  （継　続） 2件
 する協議会の設立について等   2件�

  　　　　　　　　　 （不採択2件、継続審査2件）�

意 見 書 1件 社会保障制度の抜本改革を求める意見書 可　決�

原
案
ど
お
り
可
決�

議決結果・意見書等�

知事の二期目の県政の理念�
  環境変化が今まで考えられなかった

スピード、規模で起こっている時代に、

時代の流れに即応した県政を進めて

いくとともに、本県のすばらしい歴史、

自然等の資源を生かして、全国に向

け発信するなど、県の自立性を高め

ていきたいと考えている。また、弱

い立場にある方々に対する気配りを

忘れない、人に優しい県政、生活者

の視点に基づく県政を進めていく。�

�

第二阪和国道を�
災害緊急輸送路として�
和歌山側からの着工の検討�
　大阪につながることは防災面から

も大事であり、早期事業化を強く国

に要望していく。�

�

知事のマニフェストにおける�
新年度の重点施策と優先順位�
  新年度予算においてマニフェストを

基本とした新規事業110事業、予算

額38億円を計上するなど、和歌山県

の自立をめざして、県政のすべての

分野に力を入れて取り組んでいきたい。�

�

実状にあわなくなった�
都市計画道路の見直し�
　変えないといけないものは勇気を持っ

て変えていく必要があり、地域住民

に理解を求め、今後とも積極的に取

り組んでいく。�

�

日本一のレモン産地の育成�
　近年、消費者の安全・安心で顔の

見える農産物への要望や健康志向の

高まりなどから、需要増加の傾向に

あるが、安定した価格と販売先を確

保するため、販売ルートを持ってい

る民間企業と連携して、産地を育成

する「和歌山モデル」を構築する。�

　県としては、不適地みかんの改植や

はっさくへの高接ぎなどで、レモン

の産地形成を進める農家への助成や

栽培マニュアルの作成などを行い、

日本一の産地育成に努力する。�

�

新市「紀の川市」の位置づけ�
　この地域は非常に活力あふれる地

域であり、持っている潜在的な発展

能力を思いきり引き出して、発展す

るようにしていくことが、県の変化

にとっても非常に大きな要素である

ので、協力していきたい。�

�

県経済活性化のための�
和歌山産業イノベーション構想�
への取り組み�
 「企業プロデュース事業」や「わか

やま発『技』あり企業支援事業」な

どの事業を行うことにより、「21世

紀型のやる気のある地場の企業」を

育てていきたい。�

　また、産業振興財団には2名の民間

からの部長がおり、大きな成果を収

めている。この制度を更に拡充して

いきたい。�

�

県の危機管理対策としての�
自衛官OBの採用�
　災害時には、自衛隊との連携は大

切な要素だと考えており、4月からの

採用を考えたい。危機管理全般につ

いて対処能力が高まるものと期待し

ている。※4月3日付で自衛官OBを1名採用�

�

家庭の温暖化防止への�
取り組みの拡大�
　省エネルギー対策を指導するボラ

ンティアが各家庭を回った結果、非

常に効果があった。今後、マニュア

ルの普及など、全県的な広がりを進め、

その中から新しい展開を考えていく。�

�

教科書検定における�
近隣諸国条項への見解�
　国際協調の精神は大切ですが、主

権国家としての責任と主体性も重要

であり、信頼できる歴史的事象を公

平に客観的に取り扱うことが必要で

ある。�

�

新年度の福祉関連予算案の特徴�
　「わかやまドクターバンク設置」

や「新生児搬送用ドクターカー整備」

などの医療セーフティネットの構築

や障害者が地域での自立・社会参加

するための施策、次世代を担う子ど

もと家庭への応援、健康増進及び介

護予防の推進などの事業について、

重点的に配分を行った。�

�

過疎問題と地域の�
消防防災体制のあり方�
　消防団員数は全国的に減少傾向に

あり、とりわけ過疎地では深刻な状

況にある。今後も市町村をはじめ、

消防本部等と一層連携を深め、女性

やサラリーマンなども視野に入れた

新たな団員の確保により、消防防災

能力の維持に努める。�

�

若者の就職を支援する�
「ジョブカフェわかやま」の活用�
　現在の深刻な雇用情勢に対応する

ため、若年求職者の多様な悩みに応じ、

きめ細かな対応に努めている。現在

の施設は、交通の利便性、経済性、

ハローワークとの連携などの観点か

ら選定したが、今後、ヤングハローワー

クの併設を含め設置形態を和歌山労

働局と協議したい。�

�

紀州材を中国市場へ販路開拓�
　中国市場の将来性を考え、新年度

は紀州材をうまく販路に乗せていく

ための市場調査を行う。また、調査

のみに止まらず、本当に売れていく

ような方策を考えたい。�

�
この他、次のような質問がありました。�

（抜粋）�

財政問題�
・三位一体改革と平成17年度当初予算�
・県有財産の有効活用�
市町村合併�
・国、県、市町村の役割認識�
危機管理、防災対策�
・公的建造物や社会福祉施設の耐震化�
・津波防災対策�
・国民保護計画の策定状況�
人権問題�
・「和歌山の部落史」の必要性�
・人権擁護に関わる体制整備�
環境問題�
・環境先進県への取り組み�
・公共工事等におけるリサイクル認定商品の
活用の促進�
・水の総合的条例化�
金融機関の経営統合とペイオフ解禁�
・中小企業への資金供給�
・行政のペイオフ対応と地域の金融環境�
道路問題�
・国道42号の渋滞対策�
・国道480号の整備状況と府県間トンネル�
県立医科大学�
・独立行政法人化�
・付属紀北分院の再編整備�
教育問題�
・義務教育制度�
・過疎地域における教育問題�
・高校再編問題�
その他�
・世界遺産�
・中国との交流と山東省友好提携の成果�
・中部国際空港開港の影響�
・紀州よさこい祭り�
・有害鳥獣対策�

詳しい内容は県議会ホームページでも確認できます。http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/200100/www/html/gijiroku/gijiroku.html

県議会だより  2月 定例会の概要�

知事説明要旨�
　知事は、知事選の公約である「私の政策宣言」（マニフェスト）を県政の基

本方針として、その実現のための施策・事業の進捗状況を「わかやま改革と

発展の施策～134の重点項目に～」にまとめ、県民に公表するなど、わかり

やすい県政を進めていく。今後、「県内全体が元気な地域の集合体」と呼べる

ような自立した県の創造をめざしていく。また、これからの県政は、民間企

業にならって、スリム化・効率化に努めるこ

とにより、「経費最小・民益最大」の県政を進

めると述べました。�

　なお、平成17年度当初予算については、

産業施策と雇用対策、世界遺産登録を活用し

た地域活性化、防災対策などに限られた財源

を重点配分するとともに、福祉・健康・環境

にも知恵と工夫を凝らしたと説明しました。�

�
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　「市町村合併特例法」では、本年3月までに申請を行

い来年3月までに合併することにより、合併特例債など

の財政的な優遇措置等が受けられることになっていました。

3月を経過した今、１つの区切りを迎えています。�

　一方、4月以降は自主的な合併を推進するため「※合併

新法」が新たに施行されています。また、今後国から「合

併を推進するための基本的な指針」が示されることとな

っています。�

　県では、これらのことから、地方分権を力強く推進し、

また、市町村の行財政基盤を確立するため、市町村と一

緒になって今後の方向を検討していきます。�
※正式名：「市町村の合併の特例等に関する法律」�

問い合わせ　�
県庁市町村課合併推進室　t073-441-2194

市町村合併ニュース�
�

※人口規模は構成市町村の平成12年国勢調査人口の合計数�

これからのまちづくり
に期待しています�
みなべ町
川口富士夫さん
（みなべ町社会福祉協議会事務局長）

　合併して数ヵ月が経過した
だけですが、今では旧町・旧
村といった垣根を感じなくなりました。とはいえ、こ
れからが本当のまちづくりです。大きくなったことで、
新しいアイデアも住民からたくさん出てくるでしょうし、
この秋にはコミュニティバスの試行運転が開始される
など可能性も大いに広がっています。梅をはじめ山や
海といった地域資源を活用して、ここにしかない町を
つくっていきたいですね。�

11月の「紀の川市」�
スタートが楽しみです�
那賀町

黒田敏広さん�
（前那賀5町合併協議会事務局長）

　紀の川をはさんだ5町がまと
まって、人口約7万人の新設市
としてスタートします。合併によるメリットを最大限
に生かすためにも、また住民の不安を取り除くためにも、
行政任せではなく住民自らが地域の中で参加できる仕
組みや支援などが必要です。そうすれば地域が活性化
され、発展する夢のあるすばらしい「紀の川市」にな
りますよ。一市民として微力ですが、少しでもお手伝
いをしていきたいと思います。�

新市町の横顔。合併で日本一、全国上位に！�
※主に平成15年の統計数値をもとに作成。また、他府県の合併の状況により日本一などが入れ替わることもあります。�

 新 市 町 名　　 　　 合併期日 　　　　　  人口規模          　 総面積  まちづくりの基本理念等�

① み な べ 町 平成16年10月1日 14,734人 120km2 海・山・川の恵みの中で人が輝く　快適なコンパクトタウン南部郷�

② 海 南 市 平成17年  4月1日 60,373人 101km2 元気　ふれあい　安心のまち　海南�

③ 串 本 町            〃 21,429人 136km2 人と自然が生み出す力！　本州最南端の新しいまちづくり�

④ 日 高 川 町  平成17年  5月1日 11,607人 332km2 －川でむすぶ　道でむすぶ　通信でむすぶ－　日高川ネットワーク�

⑤ 田 辺 市            〃 85,646人 1,027km2 自然と歴史を生かした　新地方都市の創造　～協働と交流による自立した新市をめざして～�

⑥ かつらぎ町 平成17年10月1日 20,945人 152km2 緑に囲まれた潤いと安らぎのふるさとづくり�

⑦ 新 宮 市            〃 35,176人 255km2 時代に調和する人を育み、自然と調和するまちづくり�

⑧ 紀 の 川 市 平成17年11月7日 70,067人 229km2 元気で安心、自然の中で交流の輪がひろがる　文化創造都市�

⑨ 紀 美 野 町 平成18年  1月1日 12,387人 128km2 空・山・川のふれあいのある、美しいふるさと�

⑩ 有 田 川 町            〃 29,563人 352km2 有田川がつなぐ、人と自然、山とまち、交流が未来をつむぐ�

⑪ 橋 本 市 平成18年  3月1日 70,469人 130km2 質の追求　～ひと・自然・歴史を磨くまちづくり～�

⑫ 白 浜 町            〃 24,563人 201km2
 輝きとやすらぎと交流のまち　白浜�

    ～住んでよい、訪れて楽しいふれあいのまちづくり～�

②海南市�
びわ収穫量が
全国上位に�

⑪橋本市�
パイル織物はもともと
日本一、かきも上位に�

　  ⑫白浜町�
天然アユがのぼる百名川のうち
2本（富田川、日置川）が町内に
流れることに�

①みなべ町�
梅は堂々の１位�

③串本町�
本州最南端、世界最北限の
テーブルサンゴと海霧が健在�

⑦新宮市�
参詣道として、世界遺産に登録された
唯一の川「熊野川」の川下りが新市内
で楽しめることに�

⑤田辺市�
梅は2位、面積は近畿で１位、和歌山
県を縦断するためには必ず通る市�

⑥かつらぎ町�
かきは日本一、ネーブ
ルオレンジも全国上位�

④日高川町�
備長炭がみなべ町
を抜いて日本一に、
はっさくも上位�

⑩有田川町�
山椒はもともと１位、温州み
かんが全国の町村では１位に、
はっさくも上位�

さんしょう�

⑨紀美野町�
生石高原と国内最大
級口径の美里の天文
台で相乗効果を期待�

き　み　の�

はぐく�


